
科目名 【講義 】研修の振り返り 方法 講義 時数 20 分 

 

１．本科目のねらいと獲得目標 
 

【獲得目標】 

①本研修で習得するべきポイントを確認し、自事業所のサービスの検証を通じで総括を行う 

【ねらい】 

①  自事業所のサービスについて改めて検証し、振り返る 

 

２．本科目の概要と指導ポイント 

 

本時の展開                           

展開１ 8 分 

① 導入 ポイントの説明、確認 

・就労系サービスのサービス管理責任者の役割の確認 

・就労支援のプロセスの確認 

・就労支援サービスの視点・就労支援のケアマネジメントの確認 

・アセスメントの視点 

・企業文化と経営 

・職務分析と作業指導の考え方 等 

 

展開２ 10 分 
➁ 自事業所の振り返りシートの説明 

展開３ 2 分 
③ まとめ 

 

 



４．本科目の展開例 
 

使用する教材等（準備するもの） 
 

［テキスト］ 

 □  
 

［副教材］ 

 □  
 

［その他の準備するもの］ 

 □ ノートパソコン □ 液晶プロジェクタ □ スクリーン □ マイク(１本) 
 

 

本時の展開                           

導入 ５分 

 

これまでの本研修の内容（項目）をごく簡単にさらいながら、本科目

の内容を提示する。 
 

 ・本科目がこれまでの内容を統合した内容であること、２日間の講義が演

習へとつながってゆくことを再度意識させる。 

 ※冒頭で科目別振り返り・評価シート（受講前）を記入させる。 

展開１ 10 分 

 

具体例に基づき、相談支援の流れをプロセスを追って説明し、その留

意点を提示する。 
 

① ケアマネジメントおよびサービス等利用計画作成のプロセスと留意点

（統合的理解） 

 ・留意点については、これまでの講義で既習の内容、もしくは既習の視点

から導かれる具体的な留意事項であることを伝える。 

展開２ 10 分 

 

 展開１を受け、障害者の地域生活支援を支援する相談支援とはどの

ようなものか、どのようなことを大事にして展開されてきたのかにつ

いて概説する。 
 

② 多職種連携とチームアプローチ 

 ・多職種連携、チームアプローチとは、その必要性・効果 

 ・サービス担当者会議（ケア会議）の活用と運営の留意点 
 

 ※技術的側面を具体的・詳細に伝えるのではなく、チーム支援の必要性と

効果を簡潔に伝える程度でよい（初任者研修におけるテクニカルな留意

点は演習１のサービス担当者会議で取り扱う。また、この部分は現任研

修でも特に項目を独立させて取り扱う。）。 

まとめ 5 分 
・講義のまとめを行うと共に、科目別振り返り・評価シート（受講後・気づ

き等）を記入させて振り返りを行う。気づきや感想をシートに言語化させる。 

 


